
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作を受けるための頭部と、操作を伝えるために前記頭部の背後に伸びる軸部とを備え
た操作部品において、
　前記頭部の背後を支持可能に支持材が配置され、該支持材が前記軸部に結合されており
、
　前記頭部は樹脂材料で構成されていると共に、この樹脂材料が前記支持材の側面を経由
して背後に回り込んで構成されていることを特徴とする操作部品。
【請求項２】
　操作を受けるための頭部と、操作を伝えるために前記頭部の背後に伸びる軸部とを備え
た操作部品の製造方法であって、前記軸部に支持材を接続し、該支持材を、前記頭部を支
持可能に配置することを特徴とする操作部品の製造方法。
【請求項３】
　前記支持材を成形空間内に配置した状態で、前記成形空間内に成形材料を注入して前記
頭部を成形することを特徴とする請求項２に記載の操作部品の製造方法。
【請求項４】
　板状材に打ち抜き加工を施すことによって前記支持材を形成することを特徴とする請求
項２又は請求項３に記載の操作部品の製造方法。
【請求項５】
　請求項２乃至請求項４のいずれかに記載の方法によって製造されたことを特徴とする操
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作部品。
【請求項６】
　請求項１または請求項５に記載の操作部品を備えたことを特徴とする機器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は操作部品及びその製造方法並びに機器に係り、特に、腕時計その他の機器の操
作ボタンを構成する部品として好適な部品構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、腕時計の時計本体の側部に取り付けられた操作ボタンやリュウズは、操作を受け
るように形成された頭部と、この頭部よりも小さな断面を有する軸部とを備えている。軸
部は時計ケースを貫通して時計本体内に導入され、その内端部が接点バネ等に当接するよ
うに構成されている。
【０００３】
図４は、従来の操作ボタンの形状を模式的に示す概略端面図（ａ）～（ｃ）である。図４
（ａ）に示す操作ボタン１０は、頭部１１と、この頭部１１の背後に伸びるように形成さ
れた軸部１２とを備えている。ここで、頭部１１は軸部１２の断面よりも大きな面積の平
面形状を有するように形成されている。また、頭部の軸部１２側の部分には、操作ボタン
１０を突出する方向に押し出すために時計本体との間に配置されるコイルバネの一部、或
いは、時計本体を貫通するように接合されたパイプ部材の先端を収容するための凹部１１
ａが形成されている。さらに、軸部１２には、時計本体の密封性を確保するためのパッキ
ンを収容するための環状溝１２ａと、その内端部の近傍において時計本体から操作ボタン
１０が抜け出ないようにするために取り付けられる止め輪を係合させるための環状溝１２
ｂとが設けられている。
【０００４】
図４（ｂ）に示す操作ボタン２０は、上記と同様に頭部２１と軸部２２とからなるもので
ある。この場合には頭部２１と軸部２２とが別体に構成され、頭部２１に設けられた穴内
に軸部２２の先端が圧入されている。この場合には頭部２１は合成樹脂で形成することも
可能である。また、頭部２１を金属で形成した場合には、頭部２１と軸部２２をカシメ加
工等によって固着してもよい。
【０００５】
図４（ｃ）に示す操作ボタン３０は、軸部３２の先端部に対してインサート成形によって
合成樹脂製の頭部３１を一体に成形したものである。また、この頭部３１の表面上には、
別の樹脂等からなる表面層３３をコーティングしている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、図４（ａ）に示すように頭部１１と軸部１２とが一体に形成されている操
作ボタン１０を製造する場合には、複雑な構造を一体に成形しなければならないとともに
、旋削等の比較的容易な加工方法だけでは非円形断面（例えば楕円断面、角型断面など）
を有する異形の頭部を形成することができないので、フライス加工等のように手間のかか
る加工方法を用いる必要があり、加工コストが高くなるという問題点がある。
【０００７】
また、操作ボタンやリュウズには良好な触感と確実な操作性とが要求されるが、図４（ａ
）に示す一体の操作ボタン１０では頭部１１も金属製であるので硬く冷たい触感しか得ら
れないという問題点がある。また、図４（ｂ）に示すように頭部２１と軸部２２とが別体
になっている場合には、頭部２１を軟質樹脂や合成ゴム等によって形成することによって
柔らかな触感を得ることができるが、頭部２１が柔らかくなることによって軸部２２から
脱落しやすくなるとともに操作を軸部に伝達しにくくなり確実な操作が難しくなる傾向が
ある。さらに、図４（ｃ）に示す操作ボタン３０において、頭部３１の表面上に形成され
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る表面層３３を軟質樹脂等の触感の比較的良好な素材で形成することもできるが、この場
合には表面層３３の厚さに限りがあるために触感の改善にも限界があり、また、継続的な
使用により表面層３３が磨耗して頭部３１が露出し、高級感を損なう場合がある。
【０００８】
そこで本発明は上記問題点を解決するものであり、その課題は、操作ボタン等の操作部品
の加工コストを低減できる新規な構造を提供することにある。また、操作部品の触感、操
作性及び耐久性を高次元で満たすことのできる新規な構造を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために本発明の操作部品は、操作を受けるための頭部と、操作を伝
えるために前記頭部の背後に伸びる軸部とを備えた操作部品において、前記頭部の背後を
支持可能に支持材が配置され、該支持材が前記軸部に結合されており、前記頭部は樹脂材
料で構成されていると共に、この樹脂材料が前記支持材の側面を経由して背後に回り込ん
で構成されていることを特徴とする。
【００１０】
この発明によれば、頭部を支持可能に支持材が配置されていることによって、操作時にお
いて頭部を支持材にて支持することができるように構成することで、頭部を軟質材や弾性
材によって形成しても、支持材に充分な剛性を持たせることにより、頭部に加えられる操
作を確実に軸部へと伝達することが可能になるから、頭部の触感と操作性とを両立するこ
とができる。
【００１１】
ここで、頭部と支持材とが結合されているとともに支持材と軸部とが結合されているもの
であってもよく、また、頭部と軸部とが結合されているとともに支持材と軸部とが結合さ
れているものであっても構わない。すなわち、頭部と支持材とは直接に結合されていなく
ても、支持材が頭部を支持可能に配置されていればよい。また、頭部と軸部、或いは、支
持材と軸部との結合態様としては、頭部を支持する支持材から軸部へと操作を伝達可能に
接続されていればよく、必ずしもカシメやロー付けなどによって機械的に固定されている
必要はない。
【００１２】
本発明において、前記頭部を支持する前記支持材の支持面が前記軸部の断面よりも広いこ
とが好ましい。この手段によれば、支持材の支持面が軸部の断面よりも広いことにより、
頭部を広い面積で支持することができるので、軸部の軸線からずれた頭部の部位を押圧操
作しても支障なく操作可能になるなど、頭部に対する操作をより確実に軸部へと伝達でき
る。
【００１３】
本発明において、前記支持面が前記頭部の平面形状と略相似の形状を備えていることが好
ましい。頭部の平面形状と略相似の形状の支持面によって頭部が支持されるので、頭部の
平面形状が軸部の軸線周りに対象性の低い異形状（軸線中心の円形と異なる平面形状）を
備えていても、支持材を介して操作を確実に軸部へ伝達することができる。
【００１４】
本発明において、前記支持材が前記頭部よりも高い剛性を有することが好ましい。この手
段によれば、支持材が頭部よりも高剛性であるために、頭部を確実に支持することができ
、頭部に対する操作を支持材で確実に受け止め、これを軸部に確実に伝達することが可能
になる。
【００１５】
本発明において、前記支持材が板状体であることが好ましい。この手段によれば、支持材
を板状体とすることにより、プレス加工等の板状材の打ち抜き加工、ワイヤ放電加工、Ｎ
Ｃフライスによる板材のつみ重ね加工などによって容易に支持材を形成することができる
ので、加工コストを低減できる。
【００１６】
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本発明において、前記操作は頭部に対する押圧操作であり、前記支持材が前記頭部の背後
に配置されていることが好ましい。頭部に対して押圧操作を行う場合には、支持材が頭部
を背後から支持していることにより、頭部に及ぼされる押圧操作を支持材にて受け止め、
これを軸部へと伝達することができる。
【００１７】
本発明において、前記支持材に接続孔が形成され、該接続孔に前記軸材の先端が挿入固定
されていることが好ましい。この手段によれば、軸材及び支持材の形状を複雑化すること
なく、確実に両者を固定することができる。
【００１８】
本発明において、前記軸部及び前記支持材が金属材料で構成され、前記頭部が樹脂材料で
構成されていることが好ましい。この手段によれば、軸部及び支持材が金属材料で構成さ
れていることにより容易に加工できるとともに充分な剛性を確保することができ、一方、
頭部が樹脂材料（軟質樹脂、ゴムなど）で構成されていることにより、柔らかで高級感の
ある触感が得られる。
【００１９】
次に、本発明の操作部品の製造方法は、操作を受けるための頭部と、操作を伝えるために
前記頭部の背後に伸びる軸部とを備えた操作部品の製造方法であって、前記軸部に支持材
を接続し、該支持材を、前記頭部を支持可能に配置することを特徴とする。
【００２０】
この手段によれば、軸部に支持材を接続し、支持材が頭部を支持可能に配置することによ
り、軸部、支持材及び頭部を別々に加工した上で相互に接続すればよいため、複雑な加工
技術を用いることなく各部を形成することができ、加工コストを低減できるとともに、頭
部の触感と、操作性とを両立した操作部品を構成することができる。
【００２１】
本発明において、前記支持材を成形空間内に配置した状態で、前記成形空間内に成形材料
を注入して前記頭部を成形することが好ましい。支持材を成形空間内に配置して頭部を成
形することによって頭部と支持材とを一体に構成することが可能になるとともに、頭部と
支持材との接合構造が複雑であっても容易に形成することができ、しかも、頭部と支持材
との結合性を高めることができる。
【００２２】
本発明において、板状材に打ち抜き加工を施すことによって前記支持材を形成することが
好ましい。支持材を板状材の打ち抜き加工により形成することによって加工コストをさら
に低減できる。ここで、板状材は、厚みが均一な平面板だけではなく曲面板でもよく、断
面が波打っているものであってもよい。
【００２３】
　また、別の本発明の機器は上記の操作部品を用いることを特徴とする。機器には操作部
品が必須であり、本発明の操作部品を用いることにより、触感と操作性とを両立させた操
作部を実現できる。特に、本発明は、腕時計、携帯電話、ページャ、携帯型情報端末等の
携帯機器に用いることが好ましい。
【００２４】
【発明の実施の形態】
次に、添付図面を参照して本発明に係る操作部品の実施形態について詳細に説明する。以
下に説明する実施形態は、腕時計の本体側面部に取り付けられる操作ボタンに関するもの
である。しかしながら、本発明は、上記の操作ボタンに限らず、操作を受ける頭部とその
操作を伝達する軸部とを備えていさえすれば、腕時計のリュウズ、その他の各種電子機器
におけるトグルスイッチやスライドスイッチの操作部分など、各種の操作部品に適用する
ことができる。
【００２５】
図１は、本実施形態の操作ボタン４０を、その軸部の軸線と平行な面で切断した状態を示
す端面図（ａ）、操作ボタン４０の頭部を軸部の軸線方向に見た外面図（ｂ）、操作ボタ
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ン４０を形成するためのインサート成形の様子を示す概略端面図（ｃ）である。
【００２６】
操作ボタン４０は、楕円状の平面形状を備えた頭部４１と、この頭部４１に対して一体化
された支持板４５と、この支持板４５に対して接続固定された軸部４２とから構成されて
いる。軸部４２には、図４（ａ）に示す操作ボタン１０に形成された環状溝１２ａ，１２
ｂと同様に用いられる環状溝４２ａ，４２ｂが形成されている。
【００２７】
支持板４５は、平面視楕円状の頭部４１とほぼ相似形の平面形状（長手方向の端部が欠け
た楕円状）を備えた板状体である。中央部には、上記軸部４２を接続するための接続孔４
５ａが形成され、この接続孔４５ａを中心にして図示上下方向に寄った位置にそれぞれ係
合孔４５ｂ，４５ｂが形成されている。
【００２８】
本実施形態の場合、軸部４２及び支持板４５は、頭部４１に作用する操作力を確実に受け
取り、機器内部に向けて伝達するために高い剛性を備えた素材、例えばステンレス鋼等の
金属材料であることが好ましい。一方、頭部４１には、硬く冷たい感じを与えないように
、或る程度柔らかな触感を有し、高級感を与えることができるような合成樹脂等の軟質材
料やゴム等の弾性材料を用いることが好ましい。特に、ウレタン系樹脂や合成ゴムなどが
柔らかな触感を操作者に与えるためには望ましい。
【００２９】
本実施形態の操作ボタン４０の製造方法は概略以下のとおりである。まず、軸部４２を旋
削加工等によって形成する。一方、支持板４５を、金属板をプレス加工によって打ち抜く
ことによって形成する。次に、軸部４２の先端部を支持板４５の接続孔４５ａ内に導入し
た状態で、カシメ加工、溶接、溶着又は接着等の接合処理を施して、軸部４２と支持板４
５とを固着させる。その後、軸部４２に固着された支持板４５を図１（ｃ）に示す型板５
１，５２からなる金型５０のキャビティ５０Ａ内に配置し、支持板４５の係合孔４５ｂに
回転を防止するための位置決めピン５３の先端部を挿入した状態とする。この状態で、図
示しないゲートから溶融した合成樹脂を金型５０のキャビティ５０Ａ内に注入する。この
ようにして、金型５０内にて合成樹脂が固化すると、合成樹脂にて形成された頭部４１と
、支持板４５とが一体化され、図１（ａ）に示す操作ボタン４０が完成する。
【００３０】
この操作ボタン４０においては、頭部４１が比較的柔らかな素材で構成されているので、
ソフトな感触が得られ、高級感を感じることができる。また、頭部４１が比較的柔らかく
てもその背後に支持板４５が取り付けられているので、頭部４１の表面で受けた操作、例
えば押圧力を、支持板４５を介して確実に軸部４２に伝達することができるので、頭部４
１が柔らかくても操作しにくくなることを防止できる。特に、平面形状が楕円状の頭部４
１に対して支持板４５も類似の平面形状を備えているため、操作力が軸部４２の軸線から
ずれた頭部外面位置に与えられても、支持板４５が操作力を受け止めやすくなり、操作力
を軸部４２へと確実に伝達させることができる。
【００３１】
図２（ａ）は、本実施形態の操作ボタン４０を組み込んだ腕時計１００を示す概略斜視図
であり、図２（ｂ）は、腕時計１００の操作ボタン４０の組み込み部分の拡大断面図であ
る。
【００３２】
図２（ａ）に示すように、腕時計１００は、時計本体１１０と時計バンド１２０とを有す
る。時計本体１１０には、時計ケース１１１の前面部に、透明なガラス板の内側に構成さ
れた文字板や指針等からなる時間情報表示部１１０Ａが形成されている。また、時計ケー
ス１１１の内部には、指針等を駆動する図示しないムーブメントが内蔵されている。時計
ケース１１１の側部には、上述の操作ボタン４０が取り付けられている。
【００３３】
図２（ｂ）に示すように、時計ケース１１１の側部に形成された貫通孔１１１ａにパイプ
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状の案内部材１１２が接合され、この案内部材１１２の内部に上記操作ボタン４０の軸部
４２が摺動可能に挿入されている。軸部４２の上記環状溝４２ａには環状のパッキン４６
が装着され、このパッキン４６は軸部４２と案内部材１１２との間の密閉性を確保してい
る。また、軸部の環状溝４２ｂには止め輪４７が装着され、この止め輪４７は案内部材１
１２の内端部に当接して操作ボタン４０が時計ケース１１１から抜け出ないようにしてい
る。
【００３４】
操作ボタン４０の軸部４２の基部周りにはコイルバネ等からなる弾性部材４８が配置され
、この弾性部材４８は、上記案内部材１１２（或いは時計ケース１１１）と、上記支持板
４５（或いは頭部４１）との間において圧縮状態となっている。弾性部材４８は常に操作
ボタン４０を時計ケース１１１の外側（図示右側）に押圧するようになっている。
【００３５】
操作ボタン４０の軸部４２の内端部は、時計ケース１１１の内側に配置されたバネ材（金
属板）等の接点部材１１３に当接可能に構成されている。操作ボタン４０の頭部４１を時
計ケース１１１の外側から押圧すると、図示２点鎖線に示すように、弾性部材４８の弾性
力に抗して軸部４２が案内部材１１２の内部を時計ケース１１１の内側へ向けて移動し、
上記接点部材１１３を内側へ押圧するので、図示しない電気的接点が開閉動作する。接点
部材１１３や電気的接点の構造は種々あるが、例えば、操作ボタン４０の押圧によって接
点部材１１３が押し込まれると、接点部材１１３の変形によって電気的接点が離反若しく
は接触するように構成される。
【００３６】
本実施形態においては、操作ボタン４０の頭部４１を軟質素材或いは弾性素材で構成する
ことにより、頭部４１を外部から押圧したときの触感を柔らかなものとすることができ、
腕時計としての高級感を高めることができる。また、この場合、頭部４１が比較的柔らか
であっても、その背後に支持板４５が配置されているので、頭部４１への操作力を支持板
４５で受け、確実に軸部４２に伝達することが可能になるので、確実に操作を行うことが
できる。さらに、頭部４１の背後に支持板４５を一体的に配置する構造としたことにより
、頭部４１の素材による触感を充分に得ることができるとともに支持板によって頭部の脱
落を防止することも可能である。また、頭部にコーティングを行う場合に較べて、頭部４
１が磨滅しにくく耐久性を高めることができるので、高級感を損なうこともなくなる。
【００３７】
一方、本実施形態においては、上記のような３体構造によって、個々の部分に対しては比
較的容易に加工を施すことができるので製造コストの上昇を抑制できる。特に、軸部４２
と支持板４５とを別体に構成することによってそれぞれを低コストで形成することが可能
になる。
【００３８】
図３には、上記実施形態の操作ボタン４０の変形例である操作ボタン６０の構造を示す。
図３（ａ）に示すように、この操作ボタン６０においても、上記と同様に頭部６１、軸部
６２及び支持板６５を有する。軸部６２と支持板６５とは接続孔６５ａを介して相互に固
着され、また、合成樹脂製（ゴムを含む。）の頭部６１は支持板６５と一体に成形されて
いる。
【００３９】
この操作ボタン６０においては、頭部６１が図示上下方向に引き伸ばされた延長形状を備
えているとともに、図示上下方向に見て湾曲した異形状の平面形状を備えている。また、
支持板６５の平面形状は、頭部６１の平面形状とほぼ対応した形状であり、図示上下方向
に引き伸ばされた延長形状となっている。このように、操作ボタン６０の頭部６１が、軸
部６２の軸線に対して対称な形状（例えば当該軸線位置を中心とする円形）から大きく偏
った平面形状を有するものである場合であって、頭部６１が軟質素材で形成されており、
しかも操作者が上記軸線位置からずれた位置にて頭部６１を押圧操作するときでも、支持
板６５が頭部６１の背後で支持しているので、確実に軸部６２を押し込むことができる。
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【００４０】
尚、本発明の操作部品は、上述の図示例にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を
逸脱しない範囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【００４１】
例えば、上記実施形態では、頭部を押圧操作する操作ボタンについて説明したが、操作部
品としては上記操作ボタンに限らず、頭部を引き抜くように操作するもの、頭部の押圧及
び引き抜きの双方の操作を行うもの、頭部を軸部の軸線方向とは異なる方向に移動させる
もの（例えばトグルスイッチやスライドスイッチ）など、頭部を操作し、この操作を軸部
へと伝えるものでさえあればよい。
【００４２】
この場合、支持材は、実施形態のように頭部の背後に配置されている必要はなく、上記の
操作態様に応じて頭部を支持できるように構成されていればよい。すなわち、頭部を操作
した場合に、頭部に加わる操作力を支持材が受け止めることができるように構成されてい
ればよい。
【００４３】
また、上記実施形態では、頭部が支持板（支持材）に固定され、支持板（支持材）が軸部
に固定されているが、例えば、頭部が軸部に固定され、支持板（支持材）もまた軸部に固
定されているものであっても構わない。
【００４４】
【発明の効果】
以上、説明したように本発明によれば、触感と操作性とを両立することのできる操作部品
を実現できる。また、各部の構造を簡易に構成できるので、加工コストを低減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る操作部品の実施形態としての操作ボタンの構造を示す端面図（ａ）
、頭部の平面図（ｂ）及び操作ボタンを製造するためのインサート成形の様子を示す説明
図（ｃ）である。
【図２】同実施形態の操作ボタンを組み込んだ腕時計の概略斜視図（ａ）及び操作ボタン
の組み込み部分を拡大して示す拡大端面図（ｂ）である。
【図３】同実施形態の変形例の操作ボタンの端面図（ａ）及び頭部の平面図（ｂ）である
。
【図４】従来の操作ボタンの概略構造を示す端面図（ａ）～（ｃ）である。
【符号の説明】
４０，５０　操作ボタン
４１，５１　頭部
４２，５２　軸部
４５，５５　支持板
４５ａ，５５ａ　接続孔
４６　パッキン
４７　止め輪
４８　弾性部材
１００　腕時計
１１０　時計本体
１１１　時計ケース
１１２　案内部材
１１３　接点部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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